



















梨県の高等小学校・中学校・師範学校などで教鞭をとった。熊本 2 年，茨城 1 年，愛媛 3 年
4 ヶ月，山梨 4 ヶ月の在任で転じている。また，愛媛から山梨へ転任する過程で，1905 年 8
月 5 日から 9 月 16 日まで 1 ヶ月あまり休職している［2］。この時期は平教員の時代である。
②西安教習時代は，1906 年 3 月から 1910 年 2 月まで陝西高等学堂に数学・物理の教習とし
て赴任した時期である［3］。後述するようにこの間の 1907 年に西安を訪問した桑原隲蔵と宇
野哲人との出会いが『長安史蹟の研究』執筆の契機となった。③西安帰国後は，1910 年 8









1871 年 明治 4 年 8 月 27 日 名古屋市千種区御棚町三丁目七十六番地に生まれる
1888 年 明治 21 年 7 月 20 日 尋常小学校受業生免許
1888 年 明治 21 年 11 月 30 日 高等小学校受業生免許
1889 年 明治 22 年 7 月 28 日 静岡県尋常師範学校入学
1893 年 明治 26 年 3 月 31 日 静岡県尋常師範学校卒業
1893 年 明治 26 年 4 月 1 日 山名高等小学校訓導
1893 年 明治 26 年 6 月 1 日 歩兵十八連隊入営（6 週間）
1894 年 明治 27 年 5 月 12 日 東京高等師範学校入学
1898 年 明治 31 年 3 月 31 日 東京高等師範学校理科卒業
1898 年 明治 31 年 3 月 31 日 熊本県尋常中学済々黌教諭兼熊本県八代郡南部高等小学校訓導
1900 年 明治 33 年 3 月 31 日 熊本県第一中学校教諭（校名改称）
1900 年 明治 33 年 4 月 4 日 茨城県土浦中学校教諭
1901 年 明治 34 年 4 月 15 日 愛媛県師範学校教諭兼付属小学校主事
1905 年 明治 38 年 8 月 5 日 休職
1905 年 明治 38 年 9 月 16 日 山梨県師範学校物理教授嘱託
1906 年 明治 39 年 1 月 陝西省陝西高等学堂教習に招聘されることが確定［長安史蹟の研究］ 
1906 年 明治 39 年 2 月 16 日 神戸港出発［長安史蹟の研究］
1906 年 明治 39 年 2 月 20 日 清国陝西省西安府陝西高等学堂教習に招聘せらる
1906 年 明治 39 年 3 月 11 日 鄭州発［長安史蹟の研究］
1906 年 明治 39 年 3 月 22 日 陝西省西安府到着［長安史蹟の研究］
1906 年 明治 39 年 9 月 27 日 公立学校職員退隠料及遺族扶助料法に依り一時金四百二十円を給す
1907 年 明治 40 年 9 月 20 日 桑原隲蔵・宇野哲人西安訪問（～10 月 9 日）［考史遊記・清国文明記］
1907 年 明治 40 年 10 月 4 日 大秦景教流行中国碑盗難未遂事件［清国文明記］
1908 年 明治 41 年 8 月 19 日 東亜同文会調査班訪問（～9 月 7 日）［東亜同文会清国内地調査］
1910 年 明治 43 年 2 月 西安から帰国［長安史蹟の研究・小引］
1910 年 明治 43 年 8 月 20 日 愛知県高等女学校教諭
1920 年 大正 9 年 7 月 20 日 愛知県一宮町立高等女学校校長兼教諭
1930 年 昭和 5 年 4 月 18 日 退職
1933 年 昭和 8 年 12 月 25 日 『長安史蹟の研究』（東洋文庫）刊行
1935 年 昭和 10 年 『長安史迹考』（楊錬将訳，上海商務印書館）
1936 年 昭和 11 年 『考証法顕伝』（三省堂）
1937 年 昭和 12 年 『法顕伝考証』（何健民 , 張小柳合譯，国立編訳館）
1940 年 昭和 15 年 『法顯傳 中亞・印度・南海紀行の研究』（法蔵館）
1942 年 昭和 17 年 『大唐西域記の研究』（法蔵館）
1942 年 昭和 17 年 『大唐西域求法高僧伝』（義浄著，足立喜六訳注，岩波書店）
1949 年 昭和 24 年 死去
1970 年 昭和 45 年 『入唐求法巡礼行記』（円仁著，足立喜六訳注，塩入良道補注，平凡社）
1983 年 昭和 58 年 『長安史蹟の研究』（復刊，原書房・東洋書林）
1990 年 平成 2 年 『長安史迹考』（復刊，「中国西北文献叢書」第 113 冊）
2003 年 平成 15 年 『長安史迹研究』（新訳書。王双懐・淡懿・賈雲訳，三秦出版社）
2006 年 平成 18 年 『長安史迹考』（復刊，中国早期考古調査報告）
2006 年 平成 18 年 『長安史蹟の研究』（復刊，鳥影社）
2006 年 平成 18 年 『法顯傳 中亞・印度・南海紀行の研究』（復刊，鳥影社）
※資料来源：

















1896 年から 1906 年にかけて日本留学は第一次のピークを迎える。1896 年に 13 人からはじ
まった日本への留学生，1906 年には 7285 人にまでのぼった［5］。それと同時に日本の教育の
現状に関する現地調査もおこなわれた。さらに，日露戦争後には，清朝が日本人教習を積極










① 1906 年　足立を含め 5 名の日本人教習が滞在した（『西北大学史稿』，一部は姓のみ判明）。
後述のようにのちに監督となる周鏞自らが 1905 年に日本に赴き，日本人教習を招聘した
と考えられる。足立と鈴木の 2 名が翌年も陝西高等学堂に残る。













② 1907 年　桑原隲蔵『考史遊記』長安の旅　明治 40 年 9 月
















③ 1908 年　清国傭聘本邦人名表 明治 41 年 1～4 月調査（外務省外交史料館所蔵）
所在地 姓名 月俸 職名 司掌事項 本邦官職または学位 契約期限 貫籍
西安
足立喜六 銀二百元 高等学堂教習 理科教授
山梨県師範
学校教諭
～明治42年 3 月 静岡県




～明治42年 3 月 東京府
松里政登 銀百四十元 高等師範学堂教習 図書教授
岡山県師範
学校教諭
～明治42年 3 月 福岡県
阿部正治郎 銀百六十元 西安中学堂教習 理科教授 ～明治41年 3 月 新潟県
三原
謝花寛功 銀二百元 弘道高等学堂教習 理科教授
御影師範学
校教諭
～明治42年 3 月 沖縄県





師範学堂教習 教育 ～明治41年 3 月 岐阜県
中澤澄 銀二百元 師範学堂教習 教育 ～明治41年 3 月 山梨県
田中久蔵 銀二百元 師範学堂教習 教育 ～明治41年 3 月 東京府
④ 1909 年～1910 年　清国傭聘本邦人名表 明治 42 年 12～43 年 5 月調査（外務省外交史料館所蔵）































⑤ 1911 年～1912 年　清国革命動乱ニ関スル情報（陝西）明治 44 年 11 月 5 日～明治 45 年 1 月 10 日（外務省外交史料館所蔵）
所在地 姓名 月俸 職名 司掌事項 本邦官職または学位 契約期限 貫籍 （備考）
西安 鈴木直三郎 陝西高等学堂 三重県
三原
佐藤進三 ？ 東京市 妻・長女
井上英治 高等工業学堂？ 山形県 妻・長女・長男
守住直幹 高等工業学堂？ 京都市
岡田喜太郎 高等工業学堂？ 京都市
⑥ 1912 年　支那傭聘本邦人名表 大正元年 12 月現在（外務省外交史料館所蔵）






太田資事 銀百三十両 西北大学教習 日本文教授 無し 未定 茨城県
⑦ 1913 年　支那傭聘本邦人名表 大正 2 年 12 月現在





大正 2 年 6 月～
3 年 5 月
長崎県




⑧ 1914 年　支那傭聘本邦人人名表 大正 3 年 12 月現在





大正 4 年 1 月～
4 年 6 月
長崎県
三原
有馬龍彦 銀二百元 工業学校教師 図書教授
大正 3 年 2 月～
4 年 2 月
東京府








⑨ 1915 年　支那傭聘本邦人人名表 大正 4 年 12 月現在






大正 3 年 2 月～
5 年 3 月
東京府

















「支那傭聘本邦人人名表 大正 5 年 12 月現在」
「支那傭聘本邦人人名表 大正 6 年 12 月現在」




③ 1908 年　日本外務省記録「清国傭聘本邦人名表 明治 41 年 1～4 月調査」（JACAR：
B02130225400） によれば 1908 年には 10 名の日本人教習が陝西省で教育に従事していたこ
とがわかる。そのうち，西安在住の 8 名は 1907 年から継続して滞在している。1908 年に
西安を訪問した東亜同文会の調査報告には，高等学堂に 2 名，師範学堂に 5 名の教習がい




④ 1909 年～1910 年　日本外務省記録「清国傭聘本邦人名表 明治 42 年 12～43 年 5 月調査」
（JACAR：B02130226900） によれば，1909～1910 年における陝西省の日本人教習は 4 名と
ある。いずれも，三原県の高等工業学堂に所属する。この人名表の目次にも陝西省の教習
数は 4 名とあり，三原県の 4 名以外に日本人教習はいないように思える。しかし，⑤の資
料には 1908 年の③にみえる陝西高等学堂の鈴木直三郎および弘道高等学堂の佐藤進三の
名があり，1909 年から 10 年までには記載はない。詳細は不明であるが，おそらくは 1909
年から 1910 年にもこの 2 名は継続して陝西省に滞在していたのではなかろうか。また，
足立も 1910 年 2 月まで西安に滞在したはずであるが，④の外務省記録の人名表には記さ
れていない。







⑥～⑨ 1912 年～1915 年　「清国傭聘本邦人名表 」と同様の全国規模の調査表である外務省
記録「支那傭聘本邦人名表」が 1912 年から 18 年にかけて残されている。辛亥革命を契機
にそれまでいた日本人教習は帰国し，人名表には新たな教習の名が記されている。1912
年に陝西高等学堂は西北大学となり，日本人教習として福地秀夫・太田資事の 2 名が赴任





B02130228400）。15 年 に は 三 原 工 業 学 校 に の み 日 本 人 教 習 が お り（JACAR：
B02130229600），1916 年から 1918 年の記録では陝西省に滞在する日本人教師はゼロとな
る。







陝西高等学堂は現在の西北大学の前身にあたる。その起源は 1773 年（乾隆 38）の青門学
舎・春明学舎の設立に溯ることができる。1802 年（嘉慶 7）には両学舎を合わせ養正書院と
なり，道光年間（19 世紀前半）には崇化書院と改名し，1890 年（光緒 16）には咸長考院と
なった。これとは別に，日清戦争後の 1898 年（光緒 24）に游芸学塾（格致学堂）が開設さ
れた。これら咸長考院と游芸学塾をあわせて，1902 年（光緒 28）に陝西大学堂が設置され
た。1904 年に公布された「奏定学堂章程」に基づき，1905 年（光緒 31）には陝西高等学堂
となった。この陝西高等学堂は 1912 年 3 月まで続き，その後，陝西法政学堂・陝西実業学
堂・陝西農業学堂・陝西客籍学堂とともに，1912 年 3 月に最初の西北大学が設置されるこ
ととなる［9］。
さて，足立が西安に来たのは 1906 年 3 月。その当時の陝西高等学堂監督（校長）は樊増
祥であった。そのため，後述するように，東柳衖の樊増祥邸の前の邸宅に足立の公館が用意














表）が示されている（資料 3 ①）。この課程表では倫理 1，講経 2，国文 1，日文 8，英文 12，
歴史 2，地理 2，算学 3，理化 1，体操 4 の合計 36 時間である。王歩瀛はこの上奏文で，英
文・日文の時間の合計が週 20 時間で，一日 4 時間に達することもあり，中国の根本的な学
問を凋落させてしまうとした。そのため，奏定学堂章程に照らして，改良すべきとした［12］。
「奏定高等学堂章程」（光緒 29 年，1904 年 1 月 13 日）には，例えば第二類（格致科・工
科・農科）の 2 年であれば，人倫道徳 1，経学大義 2，中国文学 2，兵学 1，体操 3，英語 7，
徳語或いは法語 7，算学 4，物理 3，化学 3，図画 3 と示されている［13］。ここでは，英語と























①光緒 32 年（1906 年）9 月 18 日頃　陝西高等学堂課程表
1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日
1 時間目 英文 日文 英文 英文 算学 英文
2 時間目 歴史 英文 英文 英文 英文 英文
3 時間目 英文 講経 講経 算学 英文 日文
4 時間目 日文 日文 日文 日文 日文 地理
5 時間目 算学 英文 日文 地理 倫理 体操
6 時間目 理化 体操 国文 体操 歴史 体操
◦1～3 時間目＝早班（7 時開始，10 時終了）




甲班 乙班 丙班 丁班 戊班
修身 1 1 1 1 1
経学 1 1 2 2 2
国文 1 1 1 3 3
東文 3 3 3 3 3
美文 6 6 0 0 0
英文 0 0 8 0 0
法文或俄文 0 0 0 8 0
法文 0 0 0 0 8
歴史 1 1 2 3 3
地理 2 2 2 3 3
算学 6 6 6 4 4
博物 6 6 3 3 3
化学 6 6 4 3 3
図画 2 2 2 1 1
体操 1 1 2 2 2






















 （『長安史蹟の研究』，1933 年版，10 頁～11 頁）
公館は西安城内の東柳衖，すなわち，現在の東大街の南，騾馬街の東に所在した。「東教
習」とは日本人教習のこと。非常に思い出深い寓所であったようである。
3.2　東亜同文会調査団の西安訪問（1907 年 8 月 19 日～9 月 7 日）［資料 4 ①］
上海に開校されていた東亜同文会は外務省の支援を受け，清国内地調査をおこなっていた。
1907 年には河南省・陝西省・湖北省をめぐる豫秦鄂旅行班（5 名）が組織され，8 月 19 日
から 9 月 7 日まで西安に逗留した。その間の足立らと関係する記述を整理したものが資料 4
①である。彼らは西安到着後，中学堂教習の阿部に西安の事情を尋ね，師範学堂の 5 名の教
習を訪問している。8 月 24 日には高等学堂の鈴木を訪ね，25 日に足立を訪ね，9 月 1 日夜




3.3　桑原隲蔵・宇野哲人の西安訪問（1907 年 9 月 19 日～10 月 9 日）［資料 4 ②③］　
日本の東洋史研究者の草分けである桑原隲蔵（生没年：1871 年～1931 年）は明治 40 年
（1907）4 月から明治 42 年（1909）まで，中国哲学者の宇野哲人（生没年：1875 年～1974































































の 1907 年 9 月に桑原・宇野は北京から西安へと旅をしており，その際，足立に会っている。





桑原隲蔵の『考史遊記』（1942 年弘文堂刊。岩波文庫版 2001 年刊）と宇野哲人『支那文
明記』（1912 年大同館刊。『清国文明記』として講談社学術文庫版 2006 年刊）から足立にか
かわる記載を抽出したものが，資料 4 ②③である。東亜同文会の調査班が帰国してから約 2































































資料 4 ①　 東亜同文会ノ清国内地調査　豫秦鄂旅行班ノ部 
豫秦鄂旅行班 旅行日誌（日本外務省外交記録，外務省外交史料館所蔵，JACAR：B03050597000）
参加者　5 名 鈴木秀夫・松尾庄次郎・松本清司（松本華陵）・居川栄世・三枝源八
全期間 1907 年（明治 40 年）7 月 9 日～10 月 22 日　西安 8 月 19 日～9 月 7 日
行程 上海→洛陽→臨潼→西安→藍田→襄樊→漢口→上海
8 月19日 （臨潼出発，西安到着）
8 月20日 晴 西安府中学堂あり。阿部正次郎（ママ）教習あり。同氏を訪問し，西安事情を聞く。




8 月26日 雨 高等学堂教習安達（ママ）氏を訪う。令夫人の寛待や深く謝する所なり。




9 月 2 日 足立氏自ら記念撮影さる。願くば此写真永久に留めん。夜は阿部氏より饗を受く。






9 月 4 日 足立氏より招かる。
9 月 5 日
西安に滞る十有余日。明日は瘉々出発と定まれば，お世話様になりし各人様に御礼
廻りす。
9 月 6 日 今日出発の筈なりしも事故ありて延期となす。























足立の名が旅行記にあらわれるのは 9 月 22 日に鈴木夫妻と大雁塔を訪問し，10 月 6 日に鈴
木夫妻・西安中学堂教習の阿部正次郎（資料 4 ①に名あり）と唐の大明宮遺跡を訪問した
記事である。この二日間については，宇野哲人『支那文明記』も同じであるが，渭北・咸陽









10月 4 日 ［咸陽からの帰途］五時四十分西安府三府衖の鈴木氏公館に着す。























10月 6 日 鈴木氏同夫人，足立氏同夫人令息，阿部氏，及び桑原君と共にこの地［大明宮］に遊ぶ。
10月 9 日 （西安発）
※宇野書には 9 月 29 日とあるが桑原書により 9 月 22 日と訂正。
学習院大学国際研究教育機構研究年報　第 2 号
58
こなった。足立が西安に滞在した日露戦争後の 1906 年から 1910 年は中国全土を見ても日本





















































立履歴書では，1906 年 2 月 20 日に赴
任とあるが，『長安史蹟の研究』では，
1 月に招聘が確定し，2 月 16 日出発，
3 月 22 日に西安到着とある。帰国につ
いて履歴書に記載はない。『長安史蹟
の研究』小引では 1910 年 2 月まで西
安にいたことが記されている。すなわ
ち，足立の西安滞在は 1906 年 3 月 22
日から 1910 年 2 月までと確定できる。
［ 4 ］　鶴田氏所蔵資料には西安滞在時期に足立が書き込みをした『仏国記』がある（写真参照）。本
書の冒頭には「明治 41 年 11 月 2 日　在長安寓居写之」とあり，足立氏自らによる写本である。
明治 41 年は 1908 年。長安をともに調査した桑原隲蔵氏が西安を訪れた明治 40 年（1907）9 月
の約 1 年後ということになる。足立氏はそれから約 30 年後の昭和 11 年（1936）に『考証　法顕
伝』を刊行している。
［ 5 ］　汪向栄『日本教習』生活・読書・新知三聯書店 1988 年。日本語訳は竹内実監訳『清国お雇い
日本人』朝日新聞社，1991 年。






［ 7 ］　本報告で利用した外務省記録は国立公文書館アジア歴史資料センター WEB ページで閲覧可能
である。http://www.jacar.go.jp/
［ 8 ］　上掲『西北大学史稿』（76 頁）には，1913 年夏に西北大学の馬凌甫が東京へ赴き，2 人の日本
人教習を招聘したとあるが，日本側の記録では 2 人はすでに 1912 年に西北大学に在職している。











出版社，1987 年 570-581 頁。
［14］　上掲『西北大学史稿』参照。









会を持ちたいと考えている。なお，この碑の顚末は以下に詳しい。Michael Keevak “The Story of 







Education and Japanese Educators in  
the Final Years of the Qin Dynasty:  
Kiroku Adachi in Xi’an
Koichi Muramatsu
Abstract
Kiroku Adachi is known as an author on “Choan Shiseki no Kenkyu” (The study of 
historical sites in Chang’an). He stayed at Shaanxi High Academy in Xi’an as a Japa-
nese educator at the end of the Qing dynasty, between 1906 and 1910. While he was 
staying in Xi’an, he met Jitsuzou Kuwahara and Uno Tetsuto, who laid the ground-
work for Oriental Studies in Japan. The encounter would prompt Adachi to begin his 
Oriental Studies. In this paper, by examining various documents, I investigate Kiroku 
Adachi’s education, his study and his life in Xi’an. First, I order Adachi’s personal his-
tory, based on the documents in the possession of his grandchild. In Chapter I, “The 
Trend of Japanese Educators in Shaanxi”, I researched documents of the Japanese 
Diplomatic Record Office of the Ministry of Foreign Affairs about the situation of the 
Japanese Educators who stayed in Xi’an between 1906 and 1915. In Chapter II, “Ap-
proval Process and Curriculum of Shaanxi High Academy”, I investigated Chinese 
documents about the class schedules of the Shaanxi High Academy where Adachi 
taught. In Chapter III, “The Life of Japanese Educator Kiroku Adachi”, I analyzed doc-
uments concerning the lives of Adachi, Jitsuzou Kuwabara and Tetsuto Uno in Xi’an. 
These materials describe the attempted theft of the “Nestorian monument” by the 
Dane Frits Holm in 1907. These records describe the situation regarding the protec-
tion of cultural heritage in Xi’an.
